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≪ み 手 の な か で ≫

皆の中にいる神様に育てられ

長　濱　晴　子

　
聖
路
加
看
護
大
学
在
学
中
は
故
司
祭
・
竹
田

真
二
チ
ャ
プ
レ
ン
か
ら
何
度
も
受
洗
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
高
い
壁
を
超
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
交
換
看
護
婦
と
し
て
ア
メ

リ
カ
で
キ
リ
ス
ト
教
と
歩
む
生
活

を
体
験
し
た
時
、
そ
の
壁
は
す
ん

な
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
病
院
内
に
あ
る
チ
ャ
ペ
ル
の

中
は
患
者
・
家
族
・
医
師
看
護
師

等
々
い
つ
も
祈
り
の
姿
が
、
病
室

で
も
聖
書
を
読
む
患
者
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
竹
田
チ
ャ
プ
レ
ン
は

大
喜
び
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
36
年

で
す
。

　
仕
事
で
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
教
会
生
活
か
ら
離

れ
て
い
た
私
は
16
年
前
、
目
が
開
き
難
い
、
首

が
重
く
て
う
つ
む
い
て
し
ま
う
症
状
か
ら
重
症

筋
無
力
症
（
難
病
）
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
最

高
の
近
代
医
療
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
症

状
は
好
転
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
早
く
治
し
て

下
さ
い
」と
神
様
に
祈
る
こ
と
は
せ
ず
、現
実
を

受
け
入
れ
る
、
そ
の
中
で
最
善
を
尽

く
す
こ
と
に
没
頭
し
ま
し
た
。
近
代

医
療
が
合
わ
な
い
な
ら
「
自
分
で
治

そ
う
」
と
自
宅
療
養
に
切
り
替
え
、
看

護
の
原
点
に
戻
り
な
が
ら
中
国
医
療

や
各
種
民
間
療
法
の
力
を
借
り
な
が

ら
健
康
を
回
復
し
ま
し
た
。

　
そ
の
間
の
心
の
動
き
は
闘
病
→
共

生
→
感
謝
の
道
で
し
た
。
私
の
中
に

神
様
は
い
る
。
病
気
に
な
っ
て
会
っ

た
多
く
の
方
の
中
に
も
神
様
は
い

る
。
知
識
・
技
術
・
優
し
さ
の
形
と

な
っ
て
神
様
が
治
し
て
下
さ
っ
た
。

診
断
後
１
年
半
後
に
は
素
直
に
「
病
気
は
神
様

の
贈
物
」
と
い
う
思
い
で
一
杯
に
な
り
ま
し

た
。今
は
感
謝
の
延
長
線
上
に
い
て
、感
謝
の
段

階
を
少
し
ず
つ
昇
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

　（
東
京
諸
聖
徒
教
会
信
徒
）
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今週・来週 の 予 定

　　５月１７日～３０日

《
奉
献
先
か
ら
》

　
名
古
屋
学
生
セ
ン
タ
ー

　
国
籍
、
思
想
、
信
条
、
性
別
、
年

齢
に
関
わ
ら
ず
、全
て
の
人
を
受
け

入
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。日
本
に
住
み
な
が

ら
教
育
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
子
ど
も
た
ち
の

「
国
際
子
ど
も
学
校
」は
、多
く
の
皆

さ
ま
の
支
援
で
12
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。４
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
が
週
５
日
、毎
日
元
気
に
楽

し
そ
う
に
学
校
に
通
っ
て
き
ま
す
。

卒
業
生
に
も
継
続
的
に
家
庭
教
師
等

の
学
習
支
援
を
し
て
い
ま
す
。親
の

在
留
資
格
に
関
わ
ら
ず
、子
ど
も
が

学
び
、成
長
す
る
権
利
を
保
障
す
る

た
め
に
、多
く
の
方
々
と
力
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い

た
し
ま
す
。（
名
古
屋
学
生
セ
ン
タ
ー
・

総
主
事
・
松
村
　
隆
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

５
月
20
日
（
水
）
10
時
半主

教
座
聖
堂

説
教
　
竹
内
謙
太
郎
司
祭

▽
司
祭
伊
東
松
太
郎
▽
伝
道
師
井
原

多
美
子
▽
司
祭
Ｋ
・
Ｅ
・
ハ
イ
ム
▽
司

祭
末
好
万
吉
▽
司
祭
井
原
泰
男
▽
宣

教
師
ミ
ス
Ｍ
・
Ｆ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
▽

司
祭
西
村
哲
郎
▽
司
祭
矢
澤
信
夫

◆
と
こ
し
え
の
平
安

４
月
17
日
　
守
　
田
美
子
　（
80
）

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

４
月
17
日
　
田
内
　
俊
治
　（
65
）

聖
ア
ン
デ
レ

４
月
21
日
　
鈴
木
　
長
司
　（
86
）

　
聖
ミ
カ
エ
ル

◇
春
・
夏
季
の
バ
ザ
ー
（
１
）

▽
池
袋
聖
公
会
＝
５
月
24
日（
日
）11

時
～
14
時
半
　
▽
聖
マ
ル
チ
ン
・
聖

マ
ル
コ
＝
31
日(

日)

12
時
～
15
時
　

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》

１７（日）復活節第６主日

主教巡回

　小金井聖公会

外濠・山手・多摩

環状Ｇ教会協議会

１８（月）エ教区協働委員会

財政委員会

２０（水）教役者レクイエム

常置委員会

２１（木）昇天日

信仰と生活委員会

２２（金）城南Ｇ牧師協議会

聖職養成委員会

２４（日）復活節第７主日

（昇天後主日）

主教巡回

　聖オルバン教会

教区合同堅信式

２６（火）銀座朝祷会

ＩＴ特別委員会

礼拝音楽委員会

２７（水）教役者聖餐式



２００９年５月１７日（第１１２３号）

- 2 -

◇
人
事
　（
４
月
１
日
付
）

・
司
祭
　
成
　
成
鍾
（
ソ
ン
・
ソ
ン
ジ
ォ

ン
）　
大
韓
聖
公
会
釜
山
教
区
よ
り
出

向
受
入
、
聖
公
会
神
学
院
出
向
命
令

・
司
祭
　
朴
　
美
賢
（
パ
ク
・
ミ
ー
ヒ
ョ

ン
）　
大
韓
聖
公
会
釜
山
教
区
よ
り
出

向
受
入
、
聖
愛
教
会
主
日
勤
務
命
令

　
　
　

　
▽
五
本
木
九
条
の
会<

憲
法
に
学

ぶ>

講
演
会
　「
子
ど
も
の
未
来
は
大

丈
夫
か
？
」
＝
講
師
・
石
坂
啓
（
週
刊

金
曜
日
編
集
委
員
）。５
月
27
日（
水
）

18
時
半
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
、
入
場
無

料
。
照
会
℡
０
９
０-

８
０
４
４-

８

５
２
４（
同
九
条
の
会
事
務
局
）。

　
▽
教
区
日
曜
学
校
連
絡
会〈
合
同
遠

足
〉
　
日
曜
学
校
・
教
会
学
校
の
子
ど

も
た
ち
の
親
睦
と
交
流
を
は
か
る
合
同

催
事
、各
校
を
中
心
に
参
加
呼
び
掛
け

中
。
30
日
（
土
）
11
時
～
15
時
、
国

営
昭
和
記
念
公
園（
Ｊ
Ｒ
青
梅
線
西
立

川
駅
徒
歩
２
分
）。現
地
集
合
・
解
散
、

雨
天
中
止
。
入
園
料
＝
小
・
中
学
生
80

円
、
大
人
４
百
円
。
照
会
等
の
連
絡
先

℡
０
９
０-

５
３
４
９-

３
０
９
６（
事

務
局
）。

　
▽
死
者
と
残
さ
れ
た
者
の
た
め
の
レ

ク
イ
エ
ム
　
23
日
（
土
）
14
時
半
、
神

田
キ
リ
ス
ト
教
会
。演
奏
＝
小
島
弥
寧

子
（
Or
）
・
高
柳
章
江
（
Sp
）。
入
場
無

料
（
自
由
献
金
）。
照
会
℡
03
（
３
２
５

１
）
４
９
８
１
（
会
場
教
会
）。

　
▽
故
西
村
哲
郎
司
祭
１
周
年
記
念

式
・
偲
ぶ
会
　
30
日(

土)

13
時
半
～
16

時
、聖
路
加
国
際
病
院
１
号
館
チ
ャ
ペ

ル
。記
念
式
後
14
時
半
か
ら
偲
ぶ
会
を

チ
ャ
ペ
ル
前
ホ
ー
ル
で
（
茶
菓
代
千

円
）。
照
会
先
℡
03
（
５
５
５
０
）
２
２

６
４
・
２
２
９
３
＝
聖
路
加
看
護
大
学

生
命
倫
理
研
究
会
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　
阿
佐
谷
聖
公
会
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
老
朽
化
の
進
ん
で
い
た
牧
師
館
が

改
築
さ
れ
、
昨
年
10
月
26
日
に
聖
別

式
が
挙
行
さ
れ
た
。
教
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
協
力
し
、
借
入
金
な
し
で

落
成
で
き
、た
だ
感
謝
。当
教
会
の
毎

主
日
礼
拝
の
平
均
出
席
者
71
名
の
う

ち
１
割
が
子
ど
も
で
あ
る
。
大
人
の

陪
餐
の
列
に
加
わ
っ
て
司
祭
よ
り
神

妙
に
祝
福
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
は
、大
き
な
恵
み
。当
教
会
で

は
６
名
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
交
代
で

主
日
礼
拝
の
奏
楽
を
担
当
し
て
い

る
。
私
も
50
年
を
超
え
る
教
会
生
活

を
、
オ
ル
ガ
ン
の
奉
仕
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
続
け
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
。
生
き
生
き
と
し
た
礼
拝
を
守

る
お
手
伝
い
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
。　
　
　
　  

　
　（
森
本
光
生
）

- 3 -

２００９年５月１７日（第１１２３号）

【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
14

　
ゲ
ス
ト
２
師
を
迎
え
て

　
エ
教
区
協
働
委
員
会
講
演
会

　
東
京
教
区
が
お
招
き
し
た
平
和
活

動
家
パ
レ
ス
チ
ナ
人
司
祭
ア
テ
ィ
ー

ク
師
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人
文
化
人
類
学

者
ハ
ー
パ
ー
氏
が
、
関
西
で
講
演
の

後
、
４
月
25
日
の
立
教
大
学
で
の
市

民
集
会
に
続
き
、
26
日
は
聖
ア
ン
デ

レ
教
会
で
宗
派
を
超
え
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
集
り
で
講
演
さ
れ
た
。
パ

レ
ス
チ
ナ
の
窮
状
を
訴
え
、
問
題
の

解
決
に
は
世
界
中
の
人
々
の
助
け
が

必
要
、
和
解
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ

て
欲
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル･

パ
レ
ス
チ
ナ
双
方

に
犠
牲
者
が
あ
り
、
愛
す
る
者
を

失
っ
た
遺
族
の
中
に
は
憎
し
み
と
報

復
に
走
る
だ
け
で
な
く
、
悲
し
み
を

乗
り
越
え
相
手
側
の
遺
族
と
交
流

し
、
平
和
へ
の
道
を
模
索
す
る
人
達

が
い
る
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も

パ
レ
ス
チ
ナ
人
殺
戮
を
拒
否
す
る
兵

士
達
が
体
験
談
を
各
地
で
語
る
活
動

を
始
め
て
い
る
。
ア
テ
ィ
ー
ク
司
祭

自
身
は
幼
い
頃
、
武
装
し
た
ユ
ダ
ヤ

人
シ
オ
ニ
ス
ト
達
に
故
郷
を
追
わ
れ

ナ
ザ
レ
で
育
っ
た
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
が

パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
抑
圧
し
て
い
る
の

は
正
し
く
な
い
。
国
際
法
に
反
し
て

種
々
の
不
正
義
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
抗
議
す
る
」と
声
を
あ
げ
、サ
ビ
ー

ル
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
『
道
』
の
意
）

と
い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。「
神
は

す
べ
て
の
人
を
愛
し
て
お
ら
れ
る
」、

「
イ
エ
ス
は
非
暴
力
で
不
正
義
に
抗

議
な
さ
っ
た
」、だ
か
ら
私
た
ち
も
キ

リ
ス
ト
に
な
ら
い
非
暴
力
で
正
義
が

行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
、

と
の
話
に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
米
国
で
生
ま
れ
育
っ
た

ハ
ー
パ
ー
氏
は
、「
家
屋
破
壊
に
反
対

す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
委
員
会
」
を
組
織

し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
破
壊
し
た
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
家
屋
を
何
度
で
も
再
建

し
て
抗
議
し
て
い
る
。
今
の
紛
争
を

解
決
す
る
の
に
は
双
方
が
相
手
を
受

け
入
れ
て
共
存
す
る
し
か
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
の
文
化
を
持
ち
な
が

ら
共
存
す
る
こ
と
は
可
能
と
説
く
。

「
ど
う
か
日
本
政
府
に
働
き
か
け
、ア

メ
リ
カ
を
動
か
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
国
際
法
に
従
い
国
連
決
議
を
守
ら

せ
る
よ
う
に
」
と
訴
え
た
。

　
こ
う
し
た
政
治
問
題
に
教
会
が
関

わ
る
の
は
、
こ
れ
が
人
権
の
問
題
、

人
間
の
尊
厳
を
守
る
問
題
で
、
私
達

の
信
仰
と
深
く
関
わ
る
た
め
で
す
。

　
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
協
働
委
員
会
委
員
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子


